
●取り組み前   
長年勤めるスタッフに任せられる安心感から、とくに人を増やさずとも旅館としては問題
がなく、新規採用をしてこなかった。ところが、夕食などの給仕に人手がいることも含め
て、高齢化による 5年後、10 年後のこと、観光客に外国人が増えたことなども考え、若
いスタッフの必要性を感じ 3 年前から募集を開始。高齢スタッフの良い面を引き継ぎ、新
しい人材が活躍できる旅館をつくろうと、まずは有料サイトを活用し人材確保に乗り出し
た。しかし、投資はしたものの人材が定着せず、右往左往の繰り返し。

人材確保のための、我が社の取り組み

コミュニケーションとスタッフの負担軽減で定着に光
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きっかけ

取り組みの方法

辞めたいと言い出したスタッフと親身になって話し合いを重ねた結果、お互いの胸
のうちを理解できたため、現在も勤めてくれている。

人と人とのコミュニケーションの大切さを伝えるため、経営者側も社員ととことん正面
から向き合う。また、お客様に喜んでいただける食事処をつくり、スタッフの負担を軽減。

「このままではオリンピックイヤーまでの5年は持たないと実感して、
若手の人材の確保と定着への道を探り行動しました。食事処のリニュー
アルは正解だったと思っています」

●取り組み後 
コミュニケーションの機会を増やし、「何でも言える風通しの良い職場」に変える。

●ポイント ●

ひとこと
コメント

４代続く老舗旅館ゆえに、旅館を支えてきた熟練のスタッフが高齢となり、これから先のことが心配に。
何十年と新規採用をしてこなかったこともあり、採用の難しさと若手が定着しない現実にしっかりと
向きあう必要に迫られた。

りょく  ふう  そう

例 1

スタッフ同士のもめごとがあるとお互い納得がいくまでとことん話し合わせる。例 2

2015 年から 5名が入社し、現在 4名の若手が活躍中。例 4

有料媒体だけでなく、京都ジョブパークの合同企業説明会や定着支援セミナーも活用。
合同企業説明会では、他社のブースの装飾等も参考にする。

例 3

同年に、1 階食事処のリニューアルを図り、給仕が必要な部屋での食事をやめて、
少ないスタッフでも対応できるよう工夫。

例 5

サイトに求人を載せる際、業者に任せるのではなく、自分の言葉で記事を掲載し、思いを伝える。
そのメッセージを見て応募してきてくれた人もいる。SNS も積極的に活用。

例 6


